
.
  

 

    

藤
島
地
域
の
皆
様
に
は
、
消

防
団
活
動
へ
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
庄
内
支
部
操
法
大

会
に
お
い
て
第
三
分
団
第
四
部

第
三
班
楪
班
が
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
大
会
史
上
最
高
得
点
を

出
し
て
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

昨
年
、
一
昨
年
に
続
き
、
三
年

連
続
で
藤
島
に
優
勝
旗
を
持
ち

帰
る
事
が
出
来
ま
し
た
。今
回
、

九
九
点
と
い
う
史
上
最
高
得
点

を
出
し
た
楪
班
は
班
長
を
中
心

に
練
習
に
取
り
組
む
姿
勢
が
本

当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

地
元
町
内
会
や
地
域
の
皆
様
に

は
絶
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
優
勝
を
励
み
に
今
後
も

地
域
の
無
火
災
の
為
に
予
防
消

防
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。 
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東
京
ド
ー
ム
で 

 

盛
大
に 

 

藤島方面隊長 

富樫 正明 
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初
任
消
防
団
員
研
修
会
が
藤

島
体
育
館
で
行
わ
れ
、
新
入
団

員
十
名
を
含
む
初
任
団
員
三
十

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

開
会
で
の
畠
山
副
団
長
の
講

話
か
ら
始
ま
り
、
ア
リ
ー
ナ
に

て
方
面
隊
幹
部
よ
り
訓
練
礼
式

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
を
通
し
、
消
防

団
員
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

持
ち
、
心
身
共
に
今
後
成
長
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

    

新
緑
が
芽
吹
く
健
や
か
な
天

候
の
も
と
、
藤
島
体
育
館
の
駐

車
場
を
会
場
に
春
季
消
防
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

指
揮
者
の
力
強
い
号
令
で
、

小
隊
・
中
隊
に
分
か
れ
て
の
基

礎
動
作
訓
練
に
加
え
、
各
分
団

ご
と
選
抜
さ
れ
た
団
員
に
よ
る
、

機
敏
で
統
率
の
取
れ
た
行
進
訓

練
は
、
ま
さ
に
藤
島
方
面
隊
の

消
防
力
と
士
気
の
高
さ
の
表
れ

で
し
た
。 

         
 ま

た
、
我
が
藤
島
方
面
隊
が
誇

る
「
梯
子
乗
り
・
纏
振
り
隊
」

の
勇
壮
な
演
技
披
露
に
、
参
観

者
か
ら
暖
か
い
拍
手
と
共
に
、

「
祈
・
無
火
災
」
の
文
字
も
青

空
に
燦
燦
と
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

災
害
現
場
に
お
い
て
は
効
率

的
か
つ
安
全
な
行
動
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
訓
練
を

通
し
て
、
基
本
的
動
作
訓
練
の

大
切
さ
・
団
体
行
動
の
重
要
性

を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。 

 

   
 

 

 

鶴
岡
市
水
防
訓
練
が
羽
黒
橋

赤
川
右
岸
で
行
わ
れ
、
藤
島
方

面
隊
か
ら
は
、
一
分
団
二
十
一

名
が
参
加
。
担
当
に
当
た
っ
た

「
土
の
う
積
み
工
法
」
を
通
し

て
、
水
害
へ
の
万
全
な
備
え
を

確
認
し
ま
し
た
。 

    

         

藤
島
体
育
館
駐
車
場
を
会
場

に
、
方
面
隊
操
法
審
査
会
が
行

わ
れ
、小
雨
降
る
梅
雨
空
の
中
、

小
型
ポ
ン
プ
１
６
台
が
競
技
に

臨
み
ま
し
た
。 

消
防
操
法
は
、「
火
災
現
場
で

早
く
、
安
全
、
確
実
な
消
火
活

動
を
行
う
た
め
の
基
本
動
作
」

で
あ
り
、
士
気
、
規
律
迅
速
な

行
動
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
機
械

器
具
へ
の
精
通
と
安
全
確
実
な

動
作
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

各
班
、
地
域
の
方
々
や
家
族

の
声
援
に
応
え
る
よ
う
に
、
数

か
月
前
か
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず

厳
し
い
訓
練
を
重
ね
て
き
た
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。 

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

優
勝 

 

楪 

準
優
勝 

下
通 

第
三
位 

大
川
渡 

第
四
位 

添
川
３
班 

第
五
位 

中
組 

●
最
優
秀
操
作
員
賞 

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

１
番
員 

沓
澤 

武
吉
（
楪
） 

  

   

三
川
町
消
防
学
校
で
消
防
操

法
庄
内
支
部
大
会
が
行
わ
れ
、

庄
内
地
域
各
消
防
団
の
代
表
チ

ー
ム
が
そ
の
技
を
競
い
ま
し
た
。 

藤
島
方
面
隊
か
ら
は
、
楪
班

が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
、 

 
 

 
 

 
 

 

〝
大
会
史
上
最
高 

総
得
点
九

十
九
点
〟
の
素
晴
ら
し
い
操
法

を
披
露
し
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

こ
れ
で
藤
島
方
面
隊
は
三
年

連
続
で
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
快

挙
と
な
り
ま
し
た
。 

 

庄
内
支
部 

消
防
操
法
大
会 

鶴
岡
市 

水
防
訓
練 

7/3 

藤
島
方
面
隊 

春
季
消
防
訓
練 

初
任
消
防
団
員 

研
修
会 

4/24 4/3 

 

8/7 

6/11 
藤
島
方
面
隊 

消
防
操
法
審
査
会 

7/3 
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地
域
総
合 

防
災
訓
練 

         

●
出
場
し
た
楪
班
の
メ
ン
バ
ー 

指
揮
者 

今
野 

卓
哉 

一
番
員 

沓
澤 

武
吉 

二
番
員 

星
川 

洋
平 

三
番
員 

坂
本 

巧 

補
助
員 

渋
谷 

雅
人 

団
員 

 

坂
本 

純
也 

 

●
楪
班 

今
野
班
長
● 

我
々
は
当
初
よ
り
、
庄
内
大

会
優
勝
を
目
標
と
し
、
五
月
下

旬
か
ら
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。 

庄
内
大
会
本
番
に
向
け
、

我
々
は
や
れ
る
こ
と
は
全
て
や

り
、
あ
と
は
大
会
を
楽
し
む
だ

け
と
い
う
心
構
え
で
臨
み
、
練

習
で
も
出
せ
な
か
っ
た
タ
イ
ム

と
完
璧
な
操
法
を
披
露
し
て
、

優
勝
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
は
決
し
て
我
々
の

努
力
だ
け
で
は
な
く
、
毎
日
の

練
習
で
方
面
隊
長
を
始
め
、
幹

部
、
分
署
員
の
皆
様
の
的
確
な

指
導
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
応

援
し
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の
方

へ
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

            

 

ふ
じ
し
ま
夏
祭
り
の
メ
イ
ン

企
画
「
庄
内
伝
統
芸
能
祭
」
の

ス
タ
ー
ト
を
飾
る
演
目
と
し
て
、 

当
方
面
隊
が
誇
る
「
梯
子
乗
り

纏
振
り
隊
」
が
藤
島
体
育
館
芝

生
広
場
で
演
技
披
露
を
行
い
ま

し
た
。 

シ
ー
ズ
ン
最
高
の
猛
暑
の
中
、

隊
員
の
心
意
気
と
し
て
、
日
頃

の
訓
練
か
ら
繰
り
出
す
梯
子
乗

り
手
の
華
麗
な
演
技
と
、
血
気

あ
る
纏
振
り
手
と
梯
子
支
え
手

の
「
ヤ
ァ
！
ヤ
ァ
！
」
の
掛
け

声
が
、
多
く
の
観
覧
者
を
盛
大

に
沸
か
せ
ま
し
た
。 

      

   

   

 

今
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
は
、

各
分
団
毎
に
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
内
第
一
分
団
で
は
「
上
平

形
町
内
会
」
の
ご
協
力
の
元
、

「
庄
内
東
縁
断
層
帯
を
震
源
と

す
る
、
藤
島
地
域
で
の
震
度
６

弱
の
地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の 

倒
壊
・
火
災
発
生
」
と
の
想
定

で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

           

小
型
積
載
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
、
町
内
会
自
主
防

災
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
避
難
訓

練
・
水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期

消
火
訓
練
・
１
１
９
番
通
報
の

練
習
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

続
い
て
の
消
防
団
員
に
よ
る

訓
練
で
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
・

小
型
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
中
継

放
水
訓
練
を
行
い
、
各
班
の
連

携
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
終
了
後
の
検
討
会
で
は

町
内
会
の
方
々
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
防
災
に
つ
い
て
、
日
頃

の
準
備
の
大
切
さ
を
再
認
識
出

来
ま
し
た
。 

ご
多
用
の
中
、
訓
練
に
ご
参

加
頂
い
た
地
元
町
内
会
の
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
有
事
の
際
は
訓
練

の
経
験
を
活
か
せ
る
よ
う
引
き

続
き
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。 

 

●
防
災
訓
練
実
施 

町
内
会 

１
分
団 

上
平
形 

２
分
団 

古
郡 

３
分
団 

上
蛸
井 

４
分
団 

温
泉 

５
分
団 

宝
徳
・
箕
升
新
田 

 

来
年
度
は
、「
藤
島
地
域
総
合

防
災
訓
練
」
と
し
て
、
藤
島
地

域
全
域
の
訓
練
を
、
渡
前
地
区

を
会
場
に
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。 

  

9/4・11 

地
域
総
合 

防
災
訓
練 

9/4・11 

 ふ
じ
し
ま
夏
祭
り 

梯
子
乗
り
演
技
披
露 

8/7 
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お 

ら 

ほ 

の 

消 

防

 

団 

鶴
岡
市
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藤
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方
面
隊

 

広
報
誌
「
ひ
の
み
や
ぐ
ら
」
第

3
５
号

 編
集
・
発
行
／
藤
島
方
面
隊
広
報
委
員
会
（
事
務
局
：
鶴
岡
市
消
防
本
部

 
藤
島
分
署
内
）

 
〒
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第
三
分
団
第
三
部
第
一
班
は
、

現
在
団
員
数
六
名
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
熊
本
地
震
と
い
う

大
き
な
震
災
が
発
生
し
多
く
の

被
害
が
出
ま
し
た
。 

そ
の
様
な
時
の
為
に
、
班
長

を
中
心
に
町
内
会
と
の
親
睦
も

含
め
、
秋
に
は
町
内
会
に
て
防

災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
六
名
の
態
勢
で
す
が
、

団
員
の
連
携
を
強
固
に
し
て
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

   

 
 

   

    

私
達
、
第
三
分
団
第
一
部
第

四
班 

鷺
畑
班
は
若
い
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
は
操
法
審
査
会
に
も

出
場
、
自
然
災
害
も
経
験
し
、 

班
と
し
て
お
お
い
に
成
長
し
た

年
度
と
な
り
ま
し
た
。 

 
近
年
は 

新
し
い
班
員
も
加

わ
わ
っ
た
な
か
で
活
動
・
訓
練

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
経
験
が
浅
い
部
分
は
あ

り
ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て
地

域
貢
献
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

        

                           

                           

    

当
広
報
誌
は
、
市
消
防
団
各

方
面
隊
で
唯
一
、
方
面
隊
独
自

の
活
動
と
し
て
、
編
集
・
発
行

し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
紙
面
を
通
し
て
、
藤
島

地
域
の
皆
様
に
消
防
団
活
動
を

広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
と
共
に
、

『
火
の
用
心
』
の
合
言
葉
を
よ

り
一
層
培
う
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
あ
り
ま
す
。 

   

■
広
報
委
員
長
■ 

 

石
向 

弘
樹 

■
広
報
委
員
■ 

 

山
口 

翔 
 

渡
部 

寛
規 

 

今
野 

治 
 

菅
原 

悟 

 

池
田 

正
人 

斎
藤 

忠
幸 

 

半
澤 

静
夫 

廣
井 

一 
 

齋
藤 

高
史 

澁
谷 

泉 

 

堀
口 

大
介 

成
澤 

真 

 

武
田 

貢
一 

佐
藤 

亮 

 

伊
藤 

輝
子 

第
三
分
団
第
三
部
第
一
班 

（

下

蛸

井

） 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は 

設
置
済
み
で
す
か
？ 

設
置
義
務
化
ス
タ
ー
ト

か
ら
十
年
が
経
ち
ま
す
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

交
換
時
期(

目
安)

は
設
置

か
ら
十
年
で
す
。 

『
い
ざ
』
と
い
う
時
の

た
め
に
、
こ
の
時
期
に
本

体
ご
と
交
換
し
て
、
万
が

一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内

(

鶴
岡
市
・
三
川
町)

の
設
置

率
は
７
９
％(

６
月
１
日
現

在)

、
う
ち
藤
島
管
内
で
の

設
置
率
は
６
４
％(

平
成
２

７
年
度)

で
す
。 

 
 

 
藤
島
管
内
の
出
動
状
況 

◇
火
災
（
２
８
年
度
１
１
月
現
在
） 

 

３
件 

 

（
前
年
比 
０
件
） 

◇
救
急
（
平
成
２
７
年
度
） 

 

３
７
３
件
（
前
年
比
△
７
件
） 

― 

藤
島
分
署 

― 

 

第
三
分
団
第
一
部
第
四
班 

（

鷺

畑

） 

編

集

後

記 

編

集

委

員 

     

四
月 

 

三
日 

辞
令
交
付
式 

 

初
任
消
防
団
員
研
修
会 

 

鶴
岡
市
消
防
団
入
団
式 

四
月
二
十
四
日 

藤
島
方
面
隊
春
季
消
防
訓
練 

五
月 

 

八
日 

ポ
ン
プ
性
能
検
査 

五
月
二
十
三
日 

鶴
岡
市
消
防
団
春
季
消
防
演
習 

六
月
二
十
一
日 

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

六
月 

十
八
日 

操
法
審
査
員
講
習
会 

七
月 

 

三
日 

藤
島
方
面
隊
消
防
操
法
審
査
会 

七
月 

三
十
日 

操
法
強
化
訓
練 

八
月 

 

七
日 

山
形
県
消
防
操
法
庄
内
支
部
大
会 

 
 

 
 

 
 

 

ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り
・ 

        
      

 
 

梯
子
乗
り
纏
振
り
演
技
披
露 

九
月 

 

四
日 

地
域
総
合
防
災
訓
練 

 
 

・
十
一
日 

（
各
分
団
単
位
で
実
施
） 

十
一
月 

 
 

 

消
防
力
一
斉
点
検 

 
 

 
 

 
 

 

（
各
分
団
単
位
で
実
施
） 

十
二
月 

三
日 

部
長
以
上
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

 

（
訓
練
礼
式
講
習
） 

一
月 

 

八
日 

鶴
岡
市
消
防
出
初
式 

       

平
成
二
八
年
度 

藤
島
方
面
隊
の
動
き 


